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議
会
だ
よ
り
に

可
決
と
か
認
定
と
か

書
い
て
あ
る
け
ど…

こ
れ
っ
て
な
あ
に
？

市
長
な
ど
の

提
案
に
対
し

賛
成
か
反
対
を

議
会
で
決
め
た

結
果
が
議
決
だ

わ
し
ら
、市
民
の

代
表
の
議
員
が

議
会
と
し
て
の

福
津
市
に
は
必
要

な
い
こ
と
だ
わ

副市長に
この人を…

こんな
使い方
しました
緊急で
工事を
しました

議会も賛同
してほしい

可決
予算、条例、契約、財産
意見書、決議、その他

人事案件

決算

専決処分

請願

議案ごとの議決の表現 反対賛成

同意

認定

承認

採択

否決

不同意

不認定

不承認

不採択

こ
の
よ
う
に

議
案
へ
の
議
会
の

総
意
が
議
決
な
の

こ
こ
で
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
が

決
ま
る
ん
だ

あ
ら
っ

本
当
！

な
る
ほ
ど

議
会
だ
よ
り
に
は

議
決
結
果
な
ど
が

載
っ
て
い
る
の
よ

今
後
の
福
津
市
に

重
要
な
こ
と
だ

意
向
を

決
め
る
の

あ
ら
っ

タ
マ
ネ
議
員

イ
チ
ゴ
議
員

議
決
は

議
会
の
意
思

な
の
か…

議
会
の

意
思
決
定

の
こ
と
よ

議
員
そ
れ
ぞ
れ

考
え
が
違
う
の
で

議
決
に
よ
っ
て

議
会
の
意
思
を

決
定
す
る
の
よ

は
て
？

議
決
の

こ
と
ね

い
ろ
ん
な
議
案
に

つ
い
て
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
を
聞
い
て

疑
問
を
解
消
し
た

う
え
で
決
め
る
ん
だ

議会は、市民の代表である議員が行政運営をチェッ
クし、最終的に予算などを決める重要な機関です。
ここでは、マンガで分かりやすく解説していきます。
●議会の意思を決める「議決」
「議決」とは、市長などから提案された議案に対して、
議会の総意として可否を確定させることです。質疑や
討論を行った後、採決によって「議決」となります。
「議決」にはいろんな種類があります。　「議決」に基
づいて福津市のまちづくりが実施されているのです。

❷
今回のお題は「議決」

特集   笑顔あふれる子育て支援へ P2



子どもたちの笑顔のために

ප
ؾ
や
ո
զ
な
ど
何
か
あ

っ
た
時
に
子
ど
も
に
医
療

費
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
医
療
費
無
償
化
を
高

校
生
ま
で
延
長
し
て
も
ら

え
る
と
安
心
で
す
。

え
る
と
安
心
で
す
。

子
ど
も
の
保
護
者
、
子
育
て

に
携
わ
る
人
た
ち
に
「
子
育

て
支
援
に
必
要
な
こ
と
」「
こ

れ
か
ら
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

こ
と
」
な
ど
を
ฉ
き
ま
し
た
。

ප
児
保
育
の
無
償
化
は
あ
り

が
た
い
で
す
が
、
予
約
が
取

れ
ず
に
困
っ
て
い
ま
す
。
多

く
の
人
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

３
歳
児
健
診
の
際
に
、

園
と
行
政
で
情
報
連
携

す
る
こ
と
で
子
ど
も
た

ち
の
発
達
に
沿
っ
た
支

援
が
で
き
る
の
で
、
体

制
を
作
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
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大
和
保
育
所
の
存
在
が
す
ご

く
助
か
っ
て
い
ま
す
。
公
立

保
育
所
を
含
め
た
保
育
園
が

今
後
も
充
実
す
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
で
す
。

４
人
の
子
育
て
を
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
が
増

え
る
ほ
ど
負
担
も
増
え

ま
す
。
多
子
世
帯
へ
の

支
援
が
少
な
い
の
で
増

や
し
て
ほ
し
い
で
す
。
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夫
්
共
働
き
で
も
子
育

て
で
き
る
環
境
が
整
う

よ
う
に
、
保
育
士
の
人

た
ち
が
働
く
た
め
の
給

料
な
ど
の
待
۰
へ
の
改

善
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

夫
්
共
働
き
で
も
子
育

て
で
き
る
環
境
が
整
う

よ
う
に
、
保
育
士
の
人

た
ち
が
働
く
た
め
の
給

善
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

子
育
て
世
代
は
、
負
担
も
大

き
い
で
す
。
３
歳
か
ら
の
保

育
料
の
無
償
化
は
あ
り
が
た

い
で
す
が
、
０
歳
～
２
歳
も

対
象
に
な
る
と
さ
ら
に
良
い

と
思
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
は
、
負
担
も
大

き
い
で
す
。
３
歳
か
ら
の
保

育
料
の
無
償
化
は
あ
り
が
た

　
現
在
、
３
歳
児
健
診
で
の
視
力

検
査
は
、
各
家
庭
で
行
う
簡
易
検

査
の
み
で
、
ऑ
視
等
の
視
力
異
常

の
発
見
は
困
難
。
早
期
発
見
と
治

療
で
、
完
治
で
き
る
可
能
性
は
高

い
。
本
市
で
も
、
３
歳
児
健
診
で

۶
ં
検
査
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

͋
れ
か
ら
ਐ
ん
だ
の
か
ʁ

　
令
和
６
年
７
月
か
ら
３
歳
児
健

診
で
۶
ં
検
査
を
導
入
。
視
能
訓

練
士
が
۶
ં
検
査
を
実
施
し
、
小

児
Պ
医
が
総
合
判
定
を
行
う
。
家

庭
で
の
簡
易
検
査
と
۶
ં
検
査
を

行
う
こ
と
で
、
視
力
異
常
の
発
見

精
度
が
あ
が
る
。
健
診
後
の
フ
ォ

ロ
ー
で
早
期
治
療
を
支
援
す
る
。

市ຽのօ͞まとڞʹっ
ていく行αービε
ΨΠυϒοΫमͰはɺ
市民ϫーΫγϣοϓͰಘΒ
Εた͖ͮؾを反өしɺ市民
のօ͞·にدΓఴ͏ΠϯΫ
ϧーγϒͳσβΠϯを৺͕
け·したɻ

օ͞まの͝ྗڠの͓͔͛
で࣮ݱできました
市民のօ͞·のɺʑの
をとに͍ࢥɺಈ׆
成し·したɻ࡞
ϖーδをめ͘る͜とをָ
しΈͳ͕ΒɺಡΜͰ͍たͩ
けるとخし͍Ͱすɻ

ԉใͷΞϓϦͰ͢ɻࢧ༡ͼͷհͷ࠲ߨҭͯࢠ

「
ۄ
ຏ
か
ざ
れ
ば
器
を
な
さ

ず
。」
子
ど
も
達
は
、
大
切

な
原
石
で
す
。
子
ど
も
達
が

ً
く
た
め
に
は
、
充
分
な
遊

び
場
の
確
保
が
重
要
で
す
。

元
ؾ
な
子
ど
も
達
と
毎
日
過

ご
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達

は
、
多
く
の
事
ฑ
を
学
び
な

が
ら
成
長
し
て
い
ま
す
。
う

れ
し
い
限
り
で
す
。

育てʹ必要なใをΪϡοとࢠ
まとめました
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議会の
調査

子育て支援ガイドブックを
活用しよう（こどもの国）

令
和
５
年
12
月

一
般
質
問

̏
ࡀ
児
݈

で
の
視
ྗ
検
査
の
ਫ਼


্
を

笑顔あふれる子育て支援へ特集

　「子育て支援ガイドブックこどもの国」は、市と九州大学
の共同研究で製作しています。妊娠・出産から子育てまでの
役立つ情報をわかりやすくまとめたガイドブックです。
　各種制度やサービス、保育園・幼稚園、相談窓口等、役立
つ情報を集約し一冊にまとめています。
　子どもの発達支援やひとり親の支援、施設マップなど今号
では取り上げきれなかった内容を紹介しています。ぜひご活
用ください。

　
国
は
心
身
の
負
担
軽
減
に
向
け

て
産
後
ケ
ア
の
強
化
を
掲
げ
て
い

る
。
本
市
の
今
後
の
利
用
条
件
は
。

͋
れ
か
ら
ਐ
ん
だ
の
か
ʁ

　
産
後
ケ
ア
事
業
に
は
॓
ധ
型
、

σ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
、
訪
問
型
の
３

種
類
が
あ
る
。
負
担
軽
減
の
た
め
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
॓
ധ
型
利
用

額
１
日
９
千
円
を
６
千
円
に
減
額

し
た
。
ま
た
、
家
事
や
育
児
に
不

安
が
あ
る
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、

令
和
５
年
øø
月
か
ら
子
育
て
世
帯

訪
問
支
援
事
業
を
開
始
。
市
の
委

託
事
業
所
の
ϔ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
、

自
宅
で
家
事
や
育
児
の
支
援
、
育

児
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
５
年
９
月

一
般
質
問

࢈
ޙ
ケ
ア
事
業
の
ࠓ
ޙ
の
拡
充
は

　
保
育
園
で
は
保
育
士
不

の
た

め
定
員
数
の
受
け
入
れ
が
困
難
な

園
が
あ
り
、
待
機
児
童
が
出
て
い

る
。
人
材
確
保
、

職
防
止
や
業

令
和
５
年
３
月

一
般
質
問


ػ
児
童
ղ
ফ
の
た
め
の
人
ࡐ
֬
保
は

ࢠ
ҭ
ͯ
ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ

ਐ
Μ
Ͱ
͍
Δ
の
Ͱ
し
Ỷ
͏
͔
。
ա
ڈ
ʹ

議
һ
͕
ߦ
ỳ
ͨ
Ұ
ൠ
࣭


૯
ׅ
࣭
ٙ
͕
ỏ
ͦ
の
ޙ
ỏ
ࢢ

ʹ

Ͳ
͏
ੜ
͔
͞
Ε
ͨ
の
͔
ỏ
ࢢ
の
୲

෦
ॺ
ʹ
֬
ೝ
し
ま
し
ͨ
。

な
原
石
で
す
。
子
ど
も
達
が

ً
く
た
め
に
は
、
充
分
な
遊

び
場
の
確
保
が
重
要
で
す
。

れ
し
い
限
り
で
す
。

࡚อҭԂ Ԃ
٢ా ོ͞Μ

༿อҭԂ
լݹ ຑསಸ͞Μ

子育て支援アプリ「こどもの国」

֎ग़͕͍͠ํͰอ݈ࢦಋ͕ड͚ΒΕま͢ɻ
オンライン保健指導

පࣇอҭۀࣄॴิॿۚΛަ
ͯ͠ɺ̍ճͷར༻ྉΛ����
ԁまͰແঈʹ͍ͯ͠ま͢ɻ

病児保育事業
ϚϚಉ࢜ɾύύಉ࢜ͷަྲྀ
ᔓཋͷ࿅शՄͰ͢ɻ

プレママパパ講座

ͷέΞҭࢠͷޙ࢈
ಋΛ॓ധ๚ࢦࣇ
Ͱड͚ΒΕま͢ɻ

産後ケア事業

ॴͮ͘Γډͷޙಐͷ์՝ࣇ
ಈΛ͍ͯ͠ま͢ɻ׆ݧͷମٳ

アンビシャス広場

͞ま͟まなཧ༝Ͱొͮ͠ߍΒ͍
খ中ֶੜͷֶͼͷͰ͢ɻ

教育支援センター
「ひだまり」

ҭࣇͷԉॿΛड͚͍ͨਓɾͨ͠
͍ਓ͕ొ͑͠ࢧ߹͍ま͢ɻ

ファミリー・サポート・
センター

খ中ߍߴੜͷډॴͰ͢ɻ
児童センター「フクスタ」

बֶલͷࢠͲͱอޢ者ͰҰॹʹ
༡ΔॴͰ͢ɻ

子育て支援センター
「なかよし」

ߖࠄ⍯߅⺤⋩

ᅨᆽವ↦ᦽ͓͞ΜͷҭࢀࣇՃͷԠԉ
ަྲྀ͕తͰ͢ɻ

お父さんのための講座

市のሷ⢓て
ᡱែੑᬻを
紹介します

ሷ⢓てᦽ

  ͔ な ޫ Λ
�� ඵఔͯݟ
Β͏͚ͩͰݕ
ࠪऴྃɻࣼࢹ
ԕࢹɺཚࢹなͲ
ͷૣظ発ݟɾ࣏
ྍʹɻ

ෛ୲なؒ࣌͘Ͱ
ਖ਼֬なࠪݕ

อҭԂʹೖΓͨ
ೖΕΔ͔ʹ͍࣌
ෆ҆Ͱ͢ɻۭ͖
ͷ͋ΔอҭԂҰ
ཡ͕؆୯ʹ֬ೝ
Ͱ͖Δみ͕
΄͍͠Ͱ͢ɻ

ʮอ׆ʯ͕ ͘͢͠なΔ
みΛ

ࢠͷࢠҭͯͰ
ΉՋ͕な͔ͬٳ
ͨͰ͕͢ɺԹ͔
͍৯ࣄΛΏͬ͘
Γ৯ΔなͲ͠
Ίまͨ͠ɻٳͯ

έΞ͓कΓΓޙ࢈
ͥͻ׆༻Λ
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務
負
担
軽
減
の
支
援
が
必
要
で
は
。

͋
れ
か
ら
ਐ
ん
だ
の
か
ʁ

　
昨
年
度
ま
で
に
保
育
士
の
業
務

負
担
解
消
策
と
し
て
　
̘
̩
化
支

援
を
行
い
、
今
年
度
か
ら
は
保
育

士
॓
ࣷ
आ
り
上
げ
支
援
事
業
を
３

年
間
か
ら
５
年
間
に
拡
充
し
、
人

材
定
着
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
公
立
大
和
保
育
所
が
研
修

や
相
談
の
機
会
を
提
供
し
、
私
立
保

育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
人
材
育
成

や
課
題
解
決
に
協
力
し
て
い
る
。
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６
月
定
例
会

市
学
童
保
育
所
条
例
を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

市
学
童
保
育
所
の
保
育
料
に
つ

い
て
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

改
定
す
る
こ
と
に
伴
い
、
市
学
童

保
育
所
条
例
の
改
正
を
行
う
。

主
な
質
疑

　
　

現
在
の
料
金
体
制
は
い
つ
か

ら
続
い
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
ùù
年
の
指
定
管
理
者
導

入
以
前
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
　

人
件
費
、
光
熱
水
費
、
資
材

な
ど
諸
経
費
が
高
騰
す
る
中
で
、

据
え
置
か
れ
て
き
た
料
金
を
上
げ

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
　

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
本
事

業
を
含
め
た
子
ど
も
行
政
全
般
で

と
ら
え
て
予
算
配
分
を
し
っ
か
り

見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

主
な
討
論

以
下
を
理
由
と
し
て
反
対
す
る
。

①
学
童
保
育
以
外
に
子
ど
も
を
預

け
る
選
択
肢
が
な
い
と
い
う
声
が

保
護
者
か
ら
出
て
い
る
が
、
改
善

点
が
な
い
。
②
物
価
が
高
騰
し
て

い
る
中
、
今
や
る
べ
き
な
の
か
と

の
疑
問
が
あ
る
。
③
働
く
た
め
に

学
童
保
育
を
利
用
し
て
い
る
の
か
、

利
用
す
る
た
め
に
働
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
、
逆

転
現
象
が
生
じ
る
こ

と
を
懸
念
す
る
。

本
会
で
付
帯
決
議
を
提
出

市
学
童
保
育
所
条
例
の
改
正
に
対

す
る
付
帯
決
議提

案
者

福
井

崇
郎

賛
成
者

大
山

隆
之

賛
成
者

中
村

恵
輔

賛
成
者

山
本

祐
平

賛
成
者

中
村

晶
代

賛
成
多
数
で
可
決

保
育
料
値
上
げ
の
目
的
は
、
学

童
保
育
事
業
の
安
定
的
運
営
を
継

続
す
る
た
め
に
保
育
料
の
適
正
化

を
図
る
も
の
で
あ
る
。
本
市
の
保

育
料
は
合
併
時
の
ま
ま
で
、
近
隣

市
と
比
べ
て
も
安
価
で
あ
る
。
国

の
指
針
で
運
営
費
の
う
ち
公
費
負

担
と
保
護
者
負
担
割
合
を
示
し
て

お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
意
図
も

あ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で
保
育

料
値
上
げ
は
一
定
の
理
解
は
で
き

る
。
し
か
し
、
昨
今
の
物
価
の
高

騰
な
ど
で
市
民
生
活
は
厳
し
い
状

況
も
あ
り
、
受
益
者
負
担
を
求
め

る
な
ら
ば
、
十
分
な
説
明
と
保
育

環
境
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
付
帯
決
議
を
提
出
す
る
。

①
保
護
者
に
十
分
な
説
明
と
理
解

を
求
め
る
た
め
の
説
明
会
は
も
と

よ
り
、
関
係
者
と
綿
密
な
連
携
を

と
る
こ
と
。

②
学
童
保
育
所
保
育
料
の
増
額
に

よ
る
市
の
負
担
軽
減
分
は
、
事
業

者
や
現
場
の
先
生
、
市
民
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
い
学
童
保
育
の
質
の
向

上
、
保
育
環
境
の
改
善
に
つ
な
が

る
施
策
に
活
用
す
る
こ
と
。

意
見
書
を
提
出

最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小
企
業

及
び
小
規
模
事
業
者
支
援
策
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者

戸
田

進
一

賛
成
者

豆
田

優
子

賛
成
者

石
田
ま
な
み

賛
成
者

佐
伯

美
保

賛
成
者

岩
下

豊

賛
成
少
数
で
否
決

【
一
般
会
計
】９
８
０
７
万
円
を

追
加
し
総
額
３
１
３
億
３
３
６
１

万
円
と
な
っ
た
。

５
月
臨
時
会

小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

新
設
小
学
校
建
設
事
業
に
お
け

る
周
辺
地
域
へ
の
影
響
の
軽
減
に

向
け
、
造
成
設
計
を
変
更
す
る
た

め
の
学
校
用
地
測
量
設
計
委
託
料

５
０
２
万
円

６
月
定
例
会

電
算
シ
ス
テ
ム
維
持
管
理
事
業
費

児
童
手
当
制
度
の
拡
充
に
対
応

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
人
事
給

与
等
に
か
か
る
内
部
系
シ
ス
テ
ム

議案等が議会に提出されて
から議決されるまでの審議
の内容を報告します。

５
月
臨
時
会

市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
を

改
正

賛
成
多
数
で
可
決

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
等
が
施
行
さ
れ
る
。

こ
の
改
正
に
伴
い
、
関
連
す
る
市

の
条
例
を
改
正
す
る
。

主
な
質
疑

　
　

条
例
改
正
に
よ
る
市
民
へ
の

影
響
は
。
ま
た
、
市
民
へ
の
周
知

方
法
は
。

　
　

条
例
改
正
の
前
提
で
あ
る
法

改
正
の
趣
旨
の
一
つ
に
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
利
用
し
て
情
報
連
携
す

る
こ
と
が
あ
る
。
個
別
の
手
続
き

に
お
い
て
紙
ベ
ー
ス
で
必
要
だ
っ

た
添
付
書
類
が
要
ら
な
く
な
る
と

い
っ
た
内
容
も
入
っ
て
お
り
、
迅

速
に
処
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

市
民
の
利
便
性
が
向
上
す
る
と
考

え
て
い
る
。

周
知
方
法
は
、
改
正
さ
れ
た
中

で
、
市
民
へ
影
響
が

あ
る
も
の
は
個
別
に

周
知
し
て
い
く
。

６
月
定
例
会

市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
を

改
正

賛
成
多
数
で
可
決

西
福
間
５
区
の
住
民
要
望
に
よ

る
条
例
の
改
正
。
将
来
に
わ
た
っ

て
良
好
な
住
環
境
を
維
持
す
る
た

め
、
法
的
に
用
途
を
制
限
す
る
地

区
計
画
を
条
例
で
設
定
す
る
。

主
な
質
疑

　
　

当
該
地
区
の
住
民
は
改
正
の

説
明
を
受
け
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

反
対
意
見
は
無
か
っ
た
の
か
。

　
　
総
会
に
２
回
か
け
、い
ず
れ
も

可
決
。
２
回
目
の
総

会
時
に
反
対
１
名
、賛

成
４
０
８
名
だ
っ
た
。

市
民
福
祉

委員会

建
設
環
境

委員会

予
算
審
査（
補
正
）
特別

委員会

総
務
文
教

委員会

ެ։͠·͢ɻみんなのࢍとର
݄̑ 会ɾ̒࣌ྟ ݄ఆྫ会ͷ

議案審議

6月
定例会

結

果

議　員　名

案　件

大
山

隆
之

中
村

恵
輔

山
本

祐
平

岩
下　
　
豊

井
手
口
忠
信

倉
元

敏
徳

佐
伯

美
保

福
井

崇
郎

秦　
　
　
浩

石
田
ま
な
み

中
村

晶
代

尾
島

武
弘

豆
田

優
子

戸
田

進
一

榎
本　
　
博

米
山　
　
信

中
村

清
隆

髙
山

賢
二

５月臨時会
※
議
長
は
表
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

承認 専決処分した事件の承認（令和５年度一般会計補正予算（専決第２号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
承認 専決処分した事件の承認（市税条例の一部を改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例を改正 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
６月定例会
可決 令和６年度一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 令和６年度一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
可決 市学童保育所条例を改正 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○
可決 「市学童保育所条例を改正」に対する付帯決議 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
否決 最低賃金法の改正と中小企業及び小規模事業者支援策の拡充を求める意見書 ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ●

○は賛成　●は反対　ーは欠席　＊は棄権

更
新
委
託
料

２
６
４
万
円

宮
司
公
民
館
管
理
運
営
費

老
朽
化
で
供
用
を
終
了
し
た
宮

司
公
民
館
の
解
体
工
事
監
理
委
託

料
お
よ
び
建
築
物
解
体
工
事
費

　
　
７
４
８
７
万
円

人
生
１
０
０
年
時
代
づ
く
り
・
地

域
創
生
ソ
フ
ト
事
業
費

一
般
社
団
法
人
ま
ち
家
族
が
主

体
と
な
り
実
施
す
る
「
津
屋
崎
千

軒
地
域
に
お
け
る
多
世
代
間
交
流

型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
事
業
」

が
、
公
益
財
団
法
人
地
域
社
会
振

興
財
団
の
事
業
採
択
を
受
け
た
た

め
、
補
助
金
を
計
上

　
　
２
１
３
万
円

児
童
手
当
支
給
事
業
費

児
童
手
当
制
度
の
拡
充
に
伴
う

業
務
量
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
１
人
増
員

と
一
般
職
の
時
間
外
手
当
と
し
て

の
人
件
費
お
よ
び
児
童
手
当
支
給

シ
ス
テ
ム
の
改
修
委
託
料

　
　
　
　

  

８
１
２
万
円

生
活
保
護
事
務
費

令
和
６
年
度
の
制
度
改
正
に
対

応
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
生
活

保
護
シ
ス
テ
ム
の
改
修
委
託
料

　
　
Ā÷
万
円

予
防
接
種
事
業
費

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
に
お
け
る
健
康
被
害
を
救
済
す

る
た
め
に
給
付
す
る
予
防
接
種
事

故
救
済
給
付
金
を
計
上　

　
Āù
万
円

小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

新
設
小
学
校
建
設
事
業
用
地
に

お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
事
業
者

に
対
す
る
補
償
金
額
の
算
定
を
行

う
用
地
補
償
調
査
委
託
料

　
　
　
　

  

１
８
５
万
円

5月
臨時会

˛ղମ͞ΕΔެ࢘ٶຽؗ

˛͕࢝ࣄまͬͨ৽ઃখֶߍ༻˛ࢢͷֶಐอҭॴ

˛ରͷΤϦΞͱなͬͨ福ؒ�۠

反
対

ใࠂॻͪ͜Β

ใࠂॻͪ͜Β

ใࠂॻͪ͜Β

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①未就学児の保護者アンケート回答人数は？
②福津市議会の定例会の年間回数は？
③読みたい表紙アンケートの「議会だよりふくつ」の順位は？

ヒントは、
ページをめくって
私を探してね。
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23͔Βը৴ʹΞΫηεͰ͖·͢ɻ

う！
市政を

問う！

今
年
度
に
発
行
予
定
の

ふ
く
つ
ペ
イ
の
内
容
や
金
額

を
伺
う
。
ま
た
、
令
和
４
年

度
に
発
行
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム

券
は
、
今
年
度
も
発
行
す
る

予
定
が
あ
る
の
か
。

観
光
協
会
の
補
助
金
が

年
々
減
額
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
観
光
地
域
づ
く
り
法

人（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）に
補
助
金
が
振

り
分
け
ら
れ
た
の
か
。

今
年
度
の
ふ
く
つ
ペ
イ

は
、発
行
額
７
０
０
０
万
円
、

プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
昨
年
度
と

同
じ
ù÷
％
の
予
定
。
発
行
時

期
は
現
在
未
定
で
、
商
工
会

で
詳
細
が
決
ま
れ
ば
広
報
や

チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
す
る
。

リ
フ
ォ
ー
ム
券
発
行
の
実
施

は
予
定
さ
れ
て
な
い
。

ひ
か
り
の
み
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
福

津
が
令
和
４
年
度
か
ら
本
格

始
動
し
、
市
は
補
助
金
を
交

付
。
観
光
協
会
と
事
業
仕
分

け
を
行
い
、連
携
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
に
６
カ
所

の
た
め
池
調
査
と
あ
る
が
、

６
カ
所
の
名
称
と
場
所
は
。

ま
た
、
今
ま
で
に
劣
化
状

況
調
査
が
完
了
し
て
い
る
た

め
池
は
何
箇
所
あ
る
か
。

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

と
は
何
か
。

福
間
地
区
は
古
堂
池
、

許
斐
池
、
脇
ノ
田
池
、
東
池

の
４
カ
所
、
津
屋
崎
地
区
は

堀
田
池
、
禊み

そ
ぎ

池
の
２
カ
所
。

令
和
３
年
度
は
ø÷
カ
所
、

４
年
度
は
øÿ
カ
所
、
５
年
度

は
øú
カ
所
の
計
ûø
カ
所
の
劣

化
状
況
調
査
を
完
了
し
た
。

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

と
は
、
決
壊
に
よ
る
浸
水
区

域
に
住
宅
等
が
あ
る
こ
と
、

自
然
的
条
件
等
か
ら
水
害
や

災
害
を
防
止
す
る
必
要
が
特

に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

な
ど
、
農
林
水
産
省
令
で
定

め
る
要
件
に
該
当
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

人
口
の
増
減
は
行
政
施

策
決
定
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
、
そ
の
推
移
予
想
が
重

要
で
あ
る
。
本
市
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
は
２
０
１
６
年
に
策

定
、
２
０
２
０
年
に
改
訂
さ

れ
た
。
来
年
度
は
２
度
目
の

改
訂
時
期
で
あ
る
。
過
去
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
参
考
に
ど

う
取
り
組
む
か
。

ま
た
、
本
市
の
適
正
な
人

口
規
模
の
考
え
は
。

近
年
、
本
市
の
人
口
推

計
は
予
測
が
難
し
い
局
面
だ

っ
た
。
次
期
改
訂
で
は
人
口

増
加
の
ピ
ー
ク
を
見
定
め
た

い
。
関
係
部
署
で
宅
地
開
発

等
の
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
有
識
者
な
ど
の
外
部
知

見
を
活
用
し
つ
つ
取
り
組

む
。
福
岡
市
の
人
口
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

適
正
人
口
は
明
言
で
き
な

い
が
、
人
口
規
模
よ
り
人
口

構
成
が
重
要
と
考
え
る
。

保
育
士
確
保
の
取
り
組

み
は
ど
の
自
治
体
で
も
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
川
区

で
昭
和
ûû
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
保
育
マ
マ
制
度
を
活
用

す
る
の
は
ど
う
か
。

こ
の
制
度
は
、
待
機
児
童

対
策
以
外
の
観
点
で
、
家
庭

保
育
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し

た
政
策
と
な
る
が
、
本
市
に

取
り
入
れ
る
考
え
は
。

江
戸
川
区
の
取
り
組
み

を
調
べ
た
が
、
保
育
マ
マ
研

修
や
巡
回
等
に
コ
ス
ト
が
か

か
る
。ま
た
、家
庭
保
育
と
い

う
と
こ
ろ
で
安
全
性
確
保
も

課
題
で
あ
る
。
保
育
士
を
確

保
す
る
コ
ス
ト
よ
り
も
安
い

と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。

子
育
て
世
代
を
地
域
で
見

守
る
と
い
う
姿
勢
、
多
世
代

交
流
の
観
点
と
し
て
は
、
こ

の
政
策
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
あ

る
と
考
え
る
。

Ｊ
Ｒ
福
間
駅
は
、
１
日

の
利
用
者
数
が
県
内
で
も
多

い
駅
で
あ
る
。
駅
を
安
全
で

快
適
に
利
用
す
る
た
め
の
環

境
整
備
に
つ
い
て
、
利
用
者

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
懸
念
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ハ
ト
の
フ
ン
被
害
、
み
や

じ
口
階
段
の
天
井
一
部
崩

落
、
バ
ス
停
前
道
路
の
危
険

な
横
断
、
さ
い
ご
う
口
側
ロ

ー
タ
リ
ー
の
雨
天
時
の
浸
水

な
ど
が
あ
る
。市
の
対
策
は
。

福
間
駅
と
周
辺
施
設
が

供
用
開
始
さ
れ
øû
年
が
経
過
。

市
は
定
期
的
な
法
定
点
検
や

清
掃
な
ど
で
維
持
管
理
を
行

っ
て
き
た
。
天
井
崩
落
の
原

因
は
、
ハ
ト
の
フ
ン
や
雨
水

の
侵
入
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
道
路
の
危
険
な
横

断
へ
の
対
策
な
ど
も
含
め
、

今
後
の
方
向
性
や
改
善
策
な

ど
、関
係
団
体
等
と
協
議
し
、

議
会
に
報
告
し
た
い
。

夕
陽
館
の
貸
与
に
向
け

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

東
福
間
駅
周
辺
地
区
都
市

再
生
整
備
計
画
の
変
更
と
は
。

夕
陽
館
の
貸
与
は
、有
識

者
も
交
え
た
審
査
会
を
設
置

し
、
書
類
審
査
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ

審
査
を
行
い
、
貸
与
先
候
補

事
業
者
を
選
定
す
る
。
結
果

は
、
７
月
中
旬
頃
に
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
予
定
。開

業
時
期
は
、募
集
要
項
で
２
年

以
内
に
開
業
の
条
件
が
あ
る

の
で
、事
業
者
提
案
に
よ
っ
て

決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

東
福
間
駅
周
辺
地
区
都
市

再
生
整
備
計
画
は
、
昨
年
度

実
施
し
た
公
園
事
業
の
費
用

便
益
分
析
調
査
の
結
果
、
用

地
買
収
を
断
念
し
た
。
そ
れ

に
関
連
し
、
公
園
内
の
下
水

道
汚
水
幹
線
の
移
設
が
不
要

に
な
っ
た
こ
と
が
主
な
変
更

点
で
あ
る
。

発
達
障
が
い
は
、
早
期

発
見
・
療
育
が
重
要
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
３
歳
児

健
診
が
最
終
と
な
る
現
行
体

制
で
は
、
年
齢
的
に
発
見
が

困
難
で
あ
り
、
５
歳
児
健
診

を
基
盤
と
す
る
こ
と
で
多
く

の
把
握
が
可
能
と
な
る
と
の

見
解
を
示
し
た
。
全
国
的
な

実
施
に
向
け
た
費
用
助
成
も

開
始
し
た
。
本
市
の
５
歳
児

健
診
実
施
へ
の
展
望
は
。

発
達
や
情
緒
、
社
会
性

の
観
点
か
ら
集
団
行
動
で
課

題
の
あ
る
幼
児
の
早
期
発
見

と
支
援
の
重
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。
福
祉
・
教
育
行
政

に
も
た
ら
す
効
果
も
あ
る
。

健
診
実
施
に
あ
た
り
、
実

施
方
法
や
関
係
機
関
と
の
連

携
、
専
門
職
の
確
保
等
、
予

算
面
も
含
め
様
々
な
課
題
は

あ
る
が
、
早
急
に
実
施
で
き

る
よ
う
、
調
査
と
準
備
を
進

め
て
い
く
。

髙山 賢二 議長

今回の
一般質問は
15人でした

一 般質問という議員主導の
政策論議議員͕ࢢ長ڭҭ委員ձなͲʹର͠

ͯɺࢢશൠͷࣥ行ঢ়گํΛ
͏ͨΓɺઆ໌ΛٻΊͨΓ͠まͨ͠ɻ

今年度発行のふくつペイの金額と割増率は

92カ所ある防災重点農業用ため池とは

次期人口ビジョン改訂への取り組みは

４月時点の待機児童数と今後の対策は

福間駅の安全と快適な利用への対策は

夕陽館の貸与事業者募集の進捗状況は

５歳児健診の必要性と今後の展望は

昨年度同様、プレミアム率20％で発行額7000万円の予定

決壊によって住宅が浸水する可能性があるため池である

関係部署と連携し、外部知見を活用しながら改訂する

法定待機０人、特定園希望等165人、保育士確保が課題

それぞれの関係団体等と協議の上、対策を講じていく

５月末で受付を終了し、応募があったため審査を行っている

必要性は認識しており、早期実施へ向け調査研究を行う

秦 浩 
議員

倉元 敏徳 
議員

中村 恵輔 
議員

大山 隆之 
議員

中村 晶代 
議員

榎本 博 
議員

井手口 忠信 
議員

ห

ห

ห

ห

ห

ห

ห

˛;ͭ͘ϖΠͷۀࣄΛ
行͍ͬͯΔ福ࢢձ

˛ࡂॏۀ༻
ͨΊ

˛ਓ口૿Ճ͕ஶ͍͠
福ࢢ

˛อҭϚϚ੍ͷ
ಋೖͷݕ౼Λ

˛ఱ井ͷҰ෦่མͰަ௨ن
੍͕ଓ͘み͡口ͷ֊ஈ

˛̎ޙʹି༩ۀࣄ者ʹΑ
Δ։ظ͕ۀ͞ΕΔ༦ཅؗ

˛ԂఉͰؾݩʹ༡Ϳ
Ͳͨͪࢠ
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23͔Βը৴ʹΞΫηεͰ͖·͢ɻ う！
市政を

問う！
災
害
時
用
の
簡
易
ト
イ

レ
等
の
備
蓄
の
現
状
は
。
ま

た
、
簡
易
ト
イ
レ
等
を
備
蓄

す
る
の
は
備
蓄
倉
庫
で
は
な

く
、
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
と

判
断
し
た
ら
す
ぐ
に
使
え
る

よ
う
、
避
難
所
に
な
る
公
共

施
設
の
ト
イ
レ
に
備
蓄
す
べ

き
で
は
。

こ
れ
か
ら
大
雨
や
台
風
の

シ
ー
ズ
ン
だ
が
、
災
害
対
策

は
万
全
な
の
か
。

県
の
備
蓄
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
想
定
避
難
者
の
１

日
分
に
あ
た
る
携
帯
ト
イ
レ

１
万
１
４
０
０
セ
ッ
ト
、
簡

易
式
ト
イ
レ
は
üû
基
を
備
蓄

倉
庫
等
に
備
え
る
。
備
蓄
場

所
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や

点
検
等
も
含
め
て
、
避
難
所

を
管
理
し
て
い
る
関
係
部
署

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

災
害
対
策
は
、
職
員
が
日

頃
の
訓
練
を
生
か
し
迅
速
に

動
け
る
よ
う
備
え
て
い
る
。

部
活
動
が
地
域
移
行
に

な
っ
た
場
合
の
課
題
は
。
ま

た
、
国
の
政
策
意
図
と
の
違

い
を
踏
ま
え
て
、
市
の
考
え

方
と
方
針
を
伺
う
。

市
の
地
域
移
行
の
課
題

は
、
方
向
性
が
未
定
で
あ
る

こ
と
。
練
習
場
所
と
指
導
者

の
確
保
も
必
要
で
あ
る
。
地

域
ク
ラ
ブ
と
な
っ
た
場
合
は

使
用
す
る
道
具
は
個
人
負
担

と
な
る
。
部
活
動
の
延
長
な

ら
ば
、
学
校
長
の
判
断
で
学

校
施
設
や
楽
器
な
ど
の
使
用

が
可
能
と
考
え
る
。

国
の
方
針
は
、
令
和
８
年

度
か
ら
休
日
部
活
動
の
完
全

地
域
移
行
。
少
子
化
を
根
底

に
し
た
国
の
政
策
と
本
市
の

状
況
は
異
な
る
が
、
教
職
員

の
働
き
方
改
革
は
す
べ
き
。

今
後
、協
議
会
で
の
審
議
、

生
徒
の
意
見
聴
取
を
行
い
、

本
市
に
即
し
た
部
活
動
地
域

移
行
の
方
向
性
を
考
え
る
。

５
月
時
点
で
法
定
待
機

児
童
は
７
人
、
特
定
園
希
望

等
は
１
７
３
名
で
あ
る
。
こ

の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
認

定
こ
ど
も
園
化
の
検
討
よ
り
、

待
機
児
童
解
消
が
本
来
す
べ

き
こ
と
で
は
な
い
か
。ま
た
、

認
定
こ
ど
も
園
に
な
る
と
保

育
園
部
と
幼
稚
園
部
の
混
在

に
よ
り
、
一
人
一
人
の
把
握

や
管
理
が
煩
雑
に
な
る
等
の

不
利
益
が
懸
念
さ
れ
る
。

当
事
者
で
あ
る
大
和
保
育

所
保
護
者
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園

化
に
反
対
ü÷
％
、賛
成
９
％
、

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
û÷
％

で
あ
る
。
見
解
は
。

認
定
こ
ど
も
園
に
す
る

か
ど
う
か
も
今
後
の
議
論
。

総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
。
認
定
こ
ど
も
園
を
イ

メ
ー
ジ
し
に
く
い
状
況
も
あ

り
、
保
護
者
へ
丁
寧
に
説
明

し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
は
、
年
金
受
給
者
や
自
営

業
者
、
無
職
、
子
ど
も
等
で

あ
る
。
０
歳
児
に
も
保
険
税

が
か
か
り
、
子
ど
も
の
数
が

多
い
ほ
ど
負
担
が
大
き
い
。

国
は
令
和
４
年
度
か
ら
未

就
学
児
の
均
等
割
の
半
額
減

免
を
導
入
し
た
。
免
除
で
は

な
く
半
額
減
免
で
あ
る
。小・

中
・
高
校
生
に
は
減
免
が
な

い
。
国
保
税
率
を
決
め
る
の

は
福
津
市
。
市
独
自
の
施
策

と
し
て
øÿ
歳
以
下
の
均
等
割

の
免
除
を
し
て
は
。

市
独
自
で
均
等
割
の
減

免
対
象
者
を
拡
大
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
国
が
均

等
割
減
免
の
対
象
者
拡
大
に

つ
い
て
、
地
方
創
生
や
地
方

か
ら
の
提
案
を
踏
ま
え
、
国

保
財
政
に
与
え
る
影
響
を
考

慮
し
な
が
ら
議
論
す
る
と
し

て
お
り
、
今
後
も
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

災害時、断水した場合のトイレの備えは

部活動のあり方と地域移行の方針は

本市唯一の「公立」大和保育所の存続は

高い国保税、18歳以下まで免除しては

不便のないように、簡易トイレ等を備蓄倉庫などに備える

スポーツ・文化活動環境の持続性を考え、方針を検討する

保育園と幼稚園機能を併せ持った認定こども園化を検討

対象拡大について国が議論しており、その動向を注視する

石田 まなみ 
議員

中村 清隆 
議員

戸田 進一 
議員

岩下 豊 
議員
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香
害
に
つ
い
て
、
全
庁

的
方
針
を
ど
う
決
め
た
の
か
。

昨
年
度
に
実
施
予
定
だ
っ

た
学
校
で
の
香
害
ア
ン
ケ
ー

ト
が
未
実
施
で
あ
る
。
今
年

度
に
実
施
す
る
の
か
。

昨
年
の
答
弁
で
は
、「
市
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
」と
言

い
つ
つ
も
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
ふ
く
つ
に
掲
載
す

る
こ
と
も
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
な
り
得
る
」と
、
逃
げ
の

発
言
だ
っ
た
。
市
長
自
ら
行

動
す
る
事
が
大
事
で
あ
り
、

大
き
な
力
に
な
る
の
で
は
。

啓
発
が
重
要
と
い
う
方

針
を
立
て
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
や
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
啓
発
を
行
っ
て
き
た
。

学
校
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
校
長
会
の
意
見
も
踏
ま

え
内
容
を
精
査
し
、
今
年
度

実
施
す
る
予
定
で
調
整
中
。

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
効

果
的
な
方
法
を
検
討
す
る
。

潔く市長自ら行動する事が重要では
香害の効果的な啓発方法を前向きに検討していきたい

豆田 優子 
議員
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今
回
の
調
査
を
経
て
施

設
維
持
管
理
状
況
調
査
の
必

要
性
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

施
設
利
用
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
は
必
要
で
は
な
い
か
。

問
題
点
が
あ
っ
た
際
は
、

改
善
計
画
や
経
過
報
告
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

今
回
の
調
査
は
法
整
備

な
ど
を
行
わ
ず
に
試
験
的
に

導
入
し
た
側
面
は
あ
る
が
、

一
定
程
度
の
意
義
は
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

問
題
点
は
大
小
あ
れ
ど
、

施
設
ご
と
に
抱
え
て
い
る
可

能
性
は
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
利
用
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
は
、
担
当
課
が
必
要
と
判

断
し
た
と
き
に
行
う
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

施
設
管
理
委
託
に
お
い
て

至
ら
な
い
部
分
が
あ
れ
ば
、

そ
の
部
署
内
で
改
善
を
行

い
、
そ
の
後
の
契
約
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。

新
設
校
の
盛
土
に
よ
り

地
点
９
は
þ÷
㎝
以
上
浸
水
深

が
深
く
な
り
、
地
点
９
の
東

側
の
ア
パ
ー
ト
は
更
に
þù
㎝

以
上
浸
水
深
が
深
く
な
る

と
、
住
民
説
明
会
で
説
明
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

盛
土
を
調
整
し
た
軽
減
策

で
は
３
㎝
～
５
㎝
の
軽
減
と

説
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

２
回
の
説
明
会
で
合
意
形

成
で
き
た
の
か
。
次
回
は
。

浸
水
深
を
色
分
け
し
、

代
表
的
な
場
所
を
選
定
し
て

い
た
。
近
隣
に
ýý
㎝
で
は
な

く
þ÷
㎝
を
超
え
る
所
も
あ
っ

た
。
そ
の
点
は
説
明
す
べ
き

だ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

浸
水
の
軽
減
は
、
幅
を
持

た
せ
た
区
分
を
基
に
説
明
を

行
っ
た
。
メ
ッ
シ
ュ
図
を
見

な
が
ら
な
ら
、
も
う
少
し
違

う
説
明
に
な
っ
た
と
思
う
。

次
回
は
、
６
月
ú÷
日
に
説

明
会
を
開
催
す
る
。

千
葉
県
流
山
市
で
は
全

て
の
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た

教
育
と
し
て
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育（
合
理
的
配
慮
）の

考
え
方
や
取
り
組
み
を
広
報

で
特
集
し
て
い
る
。
本
市
で

は
今
後
こ
の
考
え
方
を
ど
う

認
知
し
、
啓
発
す
る
の
か
。

ま
た
、
日
常
生
活
を
送
る

上
で
医
療
行
為
が
必
要
な
医

療
的
ケ
ア
児
を
、
他
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
に

支
援
し
て
い
く
の
か
。

本
市
で
も
周
知
に
つ
い

て
関
係
課
で
協
議
し
た
い
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
・
保

育
は
、
年
齢
や
障
が
い
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
な

支
援
を
受
け
な
が
ら
同
じ
場

で
教
育
や
保
育
が
受
け
ら
れ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
を
基
に
各
機

関
と
連
携
し
、
医
療
的
ケ
ア

児
等
の
支
援
や
理
解
が
高
ま

る
よ
う
に
取
り
組
む
。

施設維持管理状況調査の今後の必要性は

調査結果を正しい数値で説明すべきでは

インクルーシブ教育・保育の周知方法は

今後の継続は、実施する部署と協議して行っていきたい

住民説明会の説明より浸水深が大きい所があったと認識

各機関と連携し、インクルーシブへの理解を促進したい

山本 祐平 
議員

佐伯 美保 
議員

福井 崇郎 
議員
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議会だよりふくつをお読みいただきありがとうございます。紙面に対す
る感想やご意見などがありましたら、声をお聞かせください。いただいた
内容は今後の編集の参考とするほか、紙面で紹介する場合もあります。
なお、原則、直接回答は行っていませんのでご了承ください。
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お手数ですが

切手をお貼り

ください

郵送する場合

画
」を
早
急
に
策
定
し
、
そ
の
計
画
に

沿
っ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

③
非
公
開
で
も
会
議
録
を
作
成
す
る

よ
う
令
和
４
年
度
に
改
め
て
い
る
が
、

以
前
の
運
用
は
不
透
明

な
状
態
で
あ
っ
た
と
指

摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

観
光
協
会
が「
実
行
部
隊
」で
あ
る
な

ら
ば
、
市
が
強
力
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

を
発
揮
し
、
両
者
が
自
走
可
能
な
法

人
に
な
る
よ
う
、
相
互
の
連
携
で
相

乗
効
果
を
生
み
出
す
方

向
へ
導
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

や
郷
づ
く
り
の
サ
ロ
ン
な
ど
で
開
催

し
て
お
り
、
受
講
者
数
は
累
計
約
１

万
４
千
人
に
達
し
て
い
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

地
域
に
よ
っ
て
高
齢
化
率
の
差
が

生
じ
て
お
り
、
事
業
費
の
確
保
だ
け

で
な
く
、
拠
点
整
備
も
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

介
護
保
険
に
移
行
せ
ず
、
健
康
で

長
生
き
で
き
る
生
活
環
境
の
整
備
が

重
要
で
あ
る
。
同
時
に
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
対
象
者
数
が
増
加
傾

向
に
な
る
未
来
を
見
据
え
て
、
庁
内

全
体
で
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
体

制
の
強
化
と
人
材
確
保

を
着
実
に
進
め
る
こ
と

も
必
要
だ
と
考
え
る
。

教
育
行
政
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、

①
新
設
小
学
校
建
設
予
定
地
の
安
全

性
評
価
に
関
わ
る
住
民
説
明
会
の
実

施
、
②
今
後
想
定
さ
れ
る
過
密
緩
和

へ
の
必
要
な
費
用
の
見
込
み
、
③
教

育
委
員
会
議
事
録
が
不
存
在
と
な
っ

た
原
因
の
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

①
小
学
校
建
設
予
定
地
の
浸
水
深
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
が
委
託
業

者
か
ら
４
月
ú÷
日
に
届
い
た
。
そ
の

結
果
を
受
け
て
対
応
策
を
決
定
。
説

明
会
は
宮
司
３
区
へ
は
５
月
ùü
日
、

宮
司
２
区
へ
は
６
月
１
日
に
実
施
。

市
は
観
光
客
の
誘
致
を
促
進
し
、

市
内
の
多
彩
な
観
光
資
源
の
高
付
加

価
値
化
や
、
回
遊
性
を
高
め
る
観
光

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
要

と
な
る
観
光
協
会
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割

を
調
査
し
た
。

調
査
結
果

観
光
協
会
は
広
報
・
ま
ち
づ
く
り
・

広
域
観
光
関
連
事
業
へ
の
参
加
を
実

施
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
農
水
産
業
の
担
い
手

発
掘
と
育
成
、
地
域
再
生
計
画
、
市

外
か
ら
の
来
訪
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
市
内

消
費
額
拡
大
を
実
施
し
て
い
る
。

両
者
の
役
割
を
市
は
、
観
光
協
会

住
み
慣
れ
た
地
域
で
人
生
の
最
後

ま
で
生
活
で
き
る
よ
う「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
が
、
地
域
の
特

性
に
合
わ
せ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

②
今
後
の
過
密
対
策

に
要
す
る
費
用
は
対

応
策
の
検
討
段
階
の

た
め
未
定
。

③
令
和
３
年
度
ま
で

は
非
公
開
と
し
た
会

議
は
議
事
録
を
作
成

し
て
い
な
い
が
適
切

な
運
用
だ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

①
住
民
説
明
会
の
実
施
に
当
た
っ
て

専
門
家
の
関
与
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
人
が

い
る
場
合
の
資
料
提
供
や
公
表
方
法

の
工
夫
や
検
討
が
必
要
。

②
今
後
、「
適
正
規
模
・
適
正
配
置
計

を「
観
光
振
興
を
実
現

す
る
た
め
の
キ
ー
プ

レ
ー
ヤ
ー
」、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

を「
観
光
振
興
の
司
令

塔
」と
位
置
付
け
て
い

る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

両
者
の
課
題
は「
自

主
財
源
の
確
保
、
関

係
団
体
や
事
業
者
と

の
連
携
強
化
」と
し
て
お
り
、
観
光

案
内
所
運
営
、
土
産
物
販
売
、
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
事
業
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
が
競
合
し
て
い

る
。
特
に「
自
主
財
源
の
確
保
」で
は

両
者
の
す
み
分
け
が
明
確
化
さ
れ
て

い
な
い
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が「
立
案
・
企
画
」、

市
の
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
な

ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

本
市
の
ýü
歳
以
上
の
人
口
は
令
和

７
年
度
以
降
横
ば
い
に
な
る
と
推
計

し
て
い
る
が
、
þü
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
は
増
加
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

市
内
の
関
係
団
体

だ
け
で
な
く
、
宗
像

市
と
の
医
療
や
介
護

の
連
携
を
推
進
し
、

高
齢
者
を
地
域
で
支

え
る
仕
組
づ
く
り
を

強
化
し
て
き
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
も
、
小
・

中
・
高
校
や
自
治
会
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透
明
性
を
持
っ
た
教
育
行
政
に

つ
い
て
調
査

ふ
く
つ
観
光
協
会
と
ひ
か
り
の

み
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
を
調
査

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
調
査
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ͯௐ͍ࠪͯ͠ڀݚま͢ɻ

定例会ఆظతʹটू͞ΕΔ議ձͷ͜ͱΛ͍͍ま͢ɻ
ํ࣏ࣗ๏ͰʮຖɺྫͰఆΊΔճ͜ΕΛটू͠な͚
ΕなΒな͍ʯʢ๏���ୈ�߲ʣͱఆΊΒΕ͓ͯΓɺ։࠵
ճʹ͍֤࣏ͭͯࣗମͷྫͰఆΊΒΕ͍ͯま͢ɻ福
ࢢ議ձͰʮ�ճʯͷ։࠵ͱな͍ͬͯま͢ɻ

臨時会ɺఆྫձͷଞʹඞཁ͕͋Δͱ͖ʹটू͞ΕΔ
議ձͷࣄΛ͍͍ま͢ɻྟ࣌ձඞཁ͕͋Εճʹ੍ݶ
な͘։͘͜ͱ͕Ͱ͖ま͢ɻ

૯��จڭ��ҕ�һ�会ࢢ�ຽ�ࢱ��ҕ�һ�会

委員会調査リポート߽ߣߞ⍯りߚい㧌ᵥ市議会

定例会と臨時会の違いって？

ใࠂॻͪ͜Βใࠂॻͪ͜Βใࠂॻͪ͜Β

ࣄ委員ձۀඋ෦ɺࢢ෦ɺۀ࢈ࡁܦಇ෦ɺڞຽࢢ
ہͷࣄʹ͍ͭͯௐ͍ࠪͯ͠ڀݚま͢ɻ

�ҕ�һ�会ڥ��ઃ�ݐ

定例会
ఆظతʹ�ճ։࠵

�݄ɺ�݄ɺ�݄ɺ��݄

臨時会
ఆྫձҎ֎ͷؒظ中ɺ
ͰܾΊな͚Ε͍ٸ

なΒな͍࣌ʹ։͞࠵ΕΔ

福津市議会の例
�݄ �݄ �݄ �݄ �݄ �݄ �݄ �݄ �݄ ��݄ ��݄ ��݄

定
例
会

定
例
会

定
例
会

定
例
会
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紙面の感想やご意見があればご記入ください。Ｑ
3

感想やご意見は、以下のはがきを切り取り、切手を
貼って郵送するか、市役所、市図書館、津屋崎行政セ
ンター設置の意見箱に投函してください。なお、右の
感想・ご意見フォームからも提出できます。

特集  笑顔あふれる子育て支援へ

改善してほしいと思う記事をご記入ください。Ｑ
２

今号でよかったと思う記事をご記入ください。Ｑ
１

2024.夏号2024.夏号

感想・ご意見フォーム

議会だよりについ

ての市民の皆様の

感想やご意見を

紹介します。

発行責任者　議長　髙山 賢二
議会広報調査特別委員会
委　員　長　福井 崇郎
副 委 員 長　中村 晶代
委　　　員　中村 恵輔　井手口忠信
　　　　　　山本 祐平　石田まなみ

みんなと議会のいい関係

議会だより ふくつ

夏

昨
年
３
月
に
立
ち
上
げ

た
同
委
員
会
で
は
、
本
年

øù
月
の
制
定
を
め
ざ
し
て
、

毎
回
、
真
剣
な
議
論
を
重

ね
て
い
ま
す
。

市
の
発
展
に
貢
献
し
う

る
議
会
基
本
条
例
を
制
定

で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
い

ま
す
。

市
立
図
書
館
に
て
、
議

会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
近
隣
自
治

体
の
議
会
だ
よ
り
と
広
報

紙
な
ど
計
øù
冊
の
中
か
ら
、

１
２
４
人
に
読
み
た
い
表

紙
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
結
果
、「
議
会
だ
よ

り
ふ
く
つ
」は
２
位
で
し

た
。こ

の
結
果
や
ご
意
見
等

を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら

も「
読
み
た
い
」と
思
わ
れ

る
、
手
に
取
っ
て
も
ら
え

る
議
会
だ
よ
り
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。

今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

同
市
議
会
総
務
企
画
常

任
委
員
会
が
、
本
市
の
空

き
家
対
策
に
つ
い
て
視
察

研
修
を
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
か
ら
は
、
司
法
書

士
会
と
連
携
し
、
迅
速
か

つ
多
数
に
わ
た
り
空
き
家

の
所
有
者
を
特
定
し
た
事

例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

た
、
移
住
相
談
か
ら
物
件

紹
介
、
取
引
仲
介
、
設
計
、

建
築
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
行
う
民
間
団
体
と
の

連
携
な
ど
、
様
々
な
事
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
熱
心
な
質
問

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

16
回
目
の
議
会
基
本
条
例
制
定
検
討
特
別
委
員
会
を
開
催

読
み
た
い
表
紙
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

宮
城
県
登
米
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

活
と
議
会
が
直
結
し
て
い
る
、
身

近
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
読
ま
せ

る
努
力
を
頑
張
っ
て
い
て
、
と
て

も
好
感
が
持
て
ま
し
た
。
最
終
ペ

ー
ジ
の「
な
る
ほ
ど
福
津
市
議
会
」

は
、
ま
さ
か
の
漫
画
コ
ー
ナ
ー
� 

し
か
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
親
し
み

や
す
い
野
菜（
な
ん
と
福
津
産
）で

す
。
よ
い
企
画
で
す
ね
。

（
東
福
間
の
レ
ノ
ン
さ
ん
／
ü÷
歳
代
）

þþ
号
で
は
、
色
々
な
防
災
関
係

者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
、

興
味
を
ひ
き
ま
し
た
。
消
防
団
に

女
性
班
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知

り
ま
し
た
。
写
真
も
カ
ラ
ー
で
大

き
く
な
っ
て
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て

い
ま
す
ね
。
行
間
も
広
く
感
じ
、

読
み
や
す
く
、
今
ま
で
よ
り
身
近

に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に「
あ
な
た
が
思
う

理
想
の
福
津
市
は
」な
ど
を
入
れ
て

ほ
し
い
で
す
。

（
福
津
大
好
き
さ
ん
／
ü÷
歳
代
）

今
ま
で
議
会
だ
よ
り
は
、
難
し

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
手
に
取
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
は
表
紙
も

カ
ッ
コ
よ
く
、
紙
面
も
地
元
の
人

の
様
々
な
表
情
と
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
、
興
味
深
く
読
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
が「
ふ
ん
ち
ゃ
ん
ク
イ

ズ
」が
好
き
な
の
で
、
小
学
生
に
も

分
か
る
子
ど
も
向
け
記
事
な
ど
が

あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

（
エ
イ
コ
さ
ん
／
ù÷
歳
代
）

þý
号
の
ふ
ん
ち
ゃ
ん
の
表
紙
は

イ
ン
パ
ク
ト
大
で
し
た
。
古
墳
群

の
特
集
は
、
四
季
の
花
や
関
わ
る

人
の
写
真
が
多
く
て
楽
し
め
ま
し

た
。
大
切
な
遺
産
を
守
る
の
に
、

一
般
質
問
な
ど
が
市
政
に
生
か
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
議
員
さ
ん
の
市
を
よ
く
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
伝
わ

り
ま
し
た
。
私
は
子
ど
も
に
関
す

る
内
容
に
興
味
が
あ
り
、
よ
く
読

ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
期
待
し
て

い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
え
み
さ
ん
／
û÷
歳
代
）

表
紙
の
ロ
ゴ
が
映
え
る
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
な
表
紙
に
つ
い
つ
い
手

が
伸
び
、
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
防
災
特
集
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
。
議
会
の
一
般
質

問
や
、
住
民
の
動
き
が
あ
る
写
真

で
上
手
に
表
す
な
ど
、
市
民
の
生

閉
会
中
の
議
会
の
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

ҭͯࢠΛ中৺ͱͨ͠ࣇͰɺ༮߸ࠓ　
ಛू͠まͨ͠ɻ͍ͯͭʹࡦԉࢧ
　͡ΊͯͷࢼみͱなΔʮࢠҭͯࢧԉ
ΞϯέʔτௐࠪʯΛ࣮͍ͩͨͯͤ͞ࢪ
͖まͨ͠ɻऔࡐΞϯέʔτʹ͝ྗڠ
͍͍ͨͩͨօ༷ʹɺ৺ΑΓँײਃ্͠
͛ま͢ɻ
ࢢҭ͍ͯ͢͠まͪΛΊ͟͢福ࢠ　
ʹ͓͍ͯɺօ༷͔Β͍͍ͨͩͨوॏな
͝ҙݟΛɺࢢʹөͰ͖ΔΑ͏Ӷҙ
ྗͯ͠ま͍Γま͢ɻ

ʢ井手口 忠信ʣ

編集後記

　議ձͷ二ͭͷ໋ΛશʹୡͰ͖
ΔΑ͏໋ݒʹྗ͢Δ͜ͱɻ

議員の職責

　ॅຽΛ代ද͢Δެબͷ議員Ͱߏ͞
ΕΔํެஂڞମͷ議ؔػࣄͰ͢ɻ

議会の地位

ᶃํެஂڞମͷྫ༧ࢉͷஂମ
ҙࢥΛ࠷ऴతʹܾఆ͢Δ͜ͱɻ

ᶄࣥ行ؔػͷ行ࡒͷӡӦࣄॲཧ
な͍͠ۀࣄͷ࣮͕ࢪɺͯ͢ద๏͔
ͭదʹɺެ平Ͱޮతʹɺͦͯ͠
ຽओతʹな͞Ε͍ͯΔ͔Ͳ͏͔Λ൷
͢͠ࢹΔ͜ͱɻ

議会の二つの使命

4
16

5
30

5
2

一
般
質
問
が
市
政
に

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

よ
く
分
か
っ
た

①719人
②4回
③2位

ふ
ん
ち
ゃ
ん
を
探
せ
！

ふ
ん
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ
答
え

カ
ラ
ー
版
に
な
り

写
真
が
た
く
さ
ん

文
章
も
読
み
や
す
く
な
っ
た

子
ど
も
は

ふ
ん
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ
を

楽
し
み
に
し
て
い
る

最
近
の
議
会
だ
よ
り
は

広
報
ふ
く
つ
よ
り
も

お
も
し
ろ
い
か
も

　議ձΛௌͯ͠みまͤΜ͔ɻௌͷ
ਐ行ͷ͛ͱなΒな͍Α͏ࣄɺ議ࡍ
ௌنଇΛ९क͠ɺେഥ手Λݫʹ
৻ΜͰ͍͖ͨͩま͢Α͏͓͍͠ئま
͢ɻな͓ɺ本ձɺ༧͓ࢉΑͼܾࢉ৹ࠪ
ಛผ委員ձɺ中ܧͱը
信͍ͯ͠ま͢ɻ
˞ୗࣇαʔϏε͋Γʢཁࣄલ༧ʣ

議会の傍聴 中継・録画配信

中ܧɾը信

˛議長͔Βදজঢ়Λत༩
͞Εͨถ山議員ʢӈʣ

9月定例会
8月27日（火）開会
9月20日（金）閉会予定

次回の定例会

ͷडకئ議ձ)1ࢢ
�݄��ʢۚʣਖ਼ޕ

全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り
議

員
と
し
て
ù÷
年
市
政
の
振
興
に

努
め
ら
れ
た
た
め
、
米
山
信
議

員
に
表
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
状

1 5 議 会 だ よ り  ふ く つ



議会だより ふくつ議会だより ふくつ
明日を思う。 暮らしを思う。明日を思う。 暮らしを思う。
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だ
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議
会
だ
よ
り
に

可
決
と
か
認
定
と
か

書
い
て
あ
る
け
どʜ

こ
れ
っ
て
な
あ
に
？

市
長
な
ど
の

提
案
に
対
し

賛
成
か
反
対
を

議
会
で
決
め
た

結
果
が
議
決
だ

わ
し
ら
、市
民
の

代
表
の
議
員
が

議
会
と
し
て
の

福
津
市
に
は
必
要

な
い
こ
と
だ
わ

副市長に
この人を…

こんな
使い方
しました
緊急で
工事を
しました

議会も賛同
してほしい

可決
༧ࢉɺ例ɺܖɺ࢈ࡒ
ҙݟॻɺ決ٞɺͦ ͷଞ

ਓࣄҊ݅

決ࢉ

ઐ決ॲ

ئ

ٞҊ͝ͱͷٞ決ͷදݱ 反対賛成

ಉҙ

認定

承認

࠾

否決

ෆಉҙ

ෆ認定

ෆ承認

ෆ࠾

こ
の
よ
う
に

議
案
へ
の
議
会
の

総
意
が
議
決
な
の

こ
こ
で
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
が

決
ま
る
ん
だ

あ
ら
っ

本
当
！

な
る
ほ
ど

議
会
だ
よ
り
に
は

議
決
結
果
な
ど
が

載
っ
て
い
る
の
よ

今
後
の
福
津
市
に

重
要
な
こ
と
だ

意
向
を

決
め
る
の

あ
ら
っ

タ
マ
ネ
議
員

イ
チ
ゴ
議
員

議
決
は

議
会
の
意
思

な
の
かʜ

議
会
の

意
思
決
定

の
こ
と
よ

議
員
そ
れ
ぞ
れ

考
え
が
違
う
の
で

議
決
に
よ
っ
て

議
会
の
意
思
を

決
定
す
る
の
よ

は
て
？

議
決
の

こ
と
ね

い
ろ
ん
な
議
案
に

つ
い
て
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
を
聞
い
て

疑
問
を
解
消
し
た

う
え
で
決
め
る
ん
だ

議会は、市民の代表である議員が行政運営をチェッ
クし、最終的に予算などを決める重要な機関です。
ここでは、マンガで分かりやすく解説していきます。
●議会の意思を決める「議決」
「議決」とは、市長などから提案された議案に対して、
議会の総意として可否を確定させることです。質疑や
討論を行った後、採決によって「議決」となります。
「議決」にはいろんな種類があります。「議決」に基
づいて福津市のまちづくりが実施されているのです。

 
࿂の߅㗵ޟߪ議ᴀޠ

特集   笑顔あふれる子育て支援へ 1�


